
令和 7年度 十和小学校 いじめ防止基本方針 

 

※四万十町いじめ防止基本方針（令和７年度 3月 2次改訂版）を基本に作成 

 

１．はじめに（社会問題から） 

いじめは、いじめを受けた子どもたちの教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全

な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険

を生じさせるおそれがあるものである。 
近年、いじめによる重大な事案が発生し、大きな社会問題となっている。それだけでなく、

いじめがきっかけで心を痛めている子どもたちも少なくない。 
このようないじめは、大人社会の暴力、体罰、児童虐待、パワーハラスメントやセクシュアルハ

ラスメントなどといったものと同様の社会問題であり、他人の弱みを笑いものにしたり、暴力を

肯定していると受け取られるような行為を許容したり、異質な他者を差別したりといった大人の

振る舞いが、子どもに影響を与えるという指摘もある。 
一人でも多くの子どもをいじめから救うためには、子どもの模範となるべき大人一人一人が、

互いを認め合い、自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができるような人権感覚

を育むと同時に、子どもの心に寄り添いつつも、「いじめはいかなる理由があろうとも許されな

い」、「いじめは卑怯な行為である」という認識と「いじめはどの子どもにも、どの学校でも、起こ

りうる」という意識をもち、それぞれの役割と責任を自覚しなければならない。 
また、いじめの解決を通して、子どもたち一人一人が「夢」や「志」をもち、その実現に向け

て自分の力を思う存分発揮できる学校づくりを進めるとともに、さらには心豊かで安全・安心な

社会づくりを、町民一人一人が自ら、主体的に進めなければならない。  
 

２．いじめの定義     「いじめ」とは、児童等に対して該当児童等が在籍する学校に在籍している等、当
該児童等と一定の人間関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える

行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象とな

った児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。（いじめ防止対策基本法第２条）     なお、いじめの認知は、特定の教職員のみによることなく、学校におけるいじめの防止等の
対策のための組織（以下「学校いじめ対策組織」という。）を活用して行う。 

 

 

３．いじめの防止等に対する基本的な考え方     学校では「いじめ」はどこの学校・学級にでも起こり得るものという認識に立ち、
「いじめ」を訴えてきた児童の立場に立って児童を守るという考えのもと、事実関係

を確かめ、対応にあたる。     当該児童の表情や様子をきめ細かく観察するなどして確認する。外見的には喧嘩の
ように見えることでもいじめられた児童の感じる被害性に着目して見極める。     また、「いじめ」の認知は、特定の教職員のみによるところなく、校内の「いじめ防
止対策委員会」を活用して組織的に行う。 

 

４．いじめの防止等の対策のための委員会   ① 組織の役割 

・ いじめ防止基本法方針に基づく取組の実施や具体的な年間指導計画の作成・実
行・検証・修正を行う。 

・ いじめの相談・通報の窓口としての役割を持つ。 

・ いじめの疑いに関する情報や児童生徒の問題行動などに係る情報の収集と記録、
共有を行う。 

・ いじめの疑いに係る情報があった時には緊急会議を開いて、いじめの情報の迅速



- 1 - 

 

な共有、関係のある児童生徒への事実関係の聴取、指導や支援の体制・対応方針

の決定と保護者との連携といった対応を組織的に実施する。 

・ 重大事態の調査のための組織について、学校がその調査等を行う場合の母体とす
る。   ② 組織の構成員       校長、教頭、人権教育主任、生徒指導担当、養護教諭、関係学級担任とする。 

 

   ③ 組織運営上の留意点       当該組織を実際に機能させるに当たっては、必要に応じて、スクールソーシャ
ルワーカーや教育相談員等の外部専門家の助言を得る。       なお、重大事態の調査のための組織については、学校がその調査を行う場合は
教育委員会と協議の上、この組織を母体としつつ当該事案に対処する組織を設置

する。 

 

５．いじめ防止のための取組  ＜学校づくり・授業づくり＞ 

・ すべての児童が安心・安全に学校生活を送ることができ、規律正しい態度で授業
や行事に主体的に参加・活躍できる学校づくりを進めていく。 

・ 居場所づくりや絆づくりをキーワードに学校・学級づくりを進めていく。 

・ わかる授業づくりを進め、全ての児童が参加・活躍できる授業の工夫、またその
ための授業改善を目指す。 

・ 教科指導、生徒指導両方の観点から授業を見、全教職員でわかる授業づくりに取
り組む体制を作っていく。  ＜集団づくり・生徒理解＞ 

・ 全ての児童に集団の一員としての自覚や自信を育む。 

・ 互いを認め合える人間関係・学校風土を児童自らが作り出していく。 

・ 障害のある児童についての理解を深める。 

・ 児童自らが人とかかわることの喜びや大切さに気付いていくことや、互いに関わ
り絆づくりを進めていくことができるような学校行事等を計画する。 

・ 学級活動の時間などでの指導を、児童のいじめが起きやすい時期（４月下旬や９
月上旬など）を踏まえ、年間指導計画に位置付けて取り組む。  ＜生徒指導＞ 

・ 学習規律やルール等、学校全体で揃えていくことを確認する。 

・ いじめている児童や、周りで見ていたり囃したてたりしている児童を容認するこ
とがないようにする。 

・ 児童自身が、いじめの問題を自分たちの問題として受け止めること、そして、自
分たちでできることを主体的に考えて行動できるように働きかける。  ＜教職員の資質能力の向上＞ 

・ 全教員が公開授業等を行い、互いの授業を参観し合う機会を、いじめ防止のため
の指導計画に位置付けて実施していく。 

・ 教職員がいじめを絶対に許さない確固たる信念を持ち、いじめを鋭く見抜き、い
じめを防止するための具体的な行動をとるための判断力や指導力を高めるため

に、適切な研修等を計画的に行う。  ＜地域や家庭との連携＞ 

・ 社会全体で児童生徒を見守り、健やかな成長を促すためには、学校、家庭、地域の
連携が必要である。例えばＰＴＡや地域の関係団体等と学校関係者が、いじめの問題

について協議する機会を設けるなど、いじめの問題について学校、家庭、地域と連携

した対策を推進することが必要である。 
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６．いじめの早期発見、早期対策等  （１）いじめの発見       いじめの早期発見は、いじめへの迅速な対処の前提である。早期発見の基本は、
児童の些細な変化に気づくこと、気付いた情報を確実に共有すること、情報に基

づき速やかに対応することである。そのためには、教職員がこれまで以上に意識

的に児童の様子に気を配り、いじめを見抜く目を養うことが重要である。あわせ

て各種調査を併用する。なお、調査結果に基づく効果的な対応と検証を行うもの

とする。     ① 朝や帰りの会、授業中の観察、日記等の活用。 

・ 返事や表情 

・ 日記等の内容 

・ 健康観察、保健室での様子  等     ② 生活アンケートの実施         ・各学期１回（５月、１０月、１月）     ③ ＱＵによる学級生活状況調査         ・年間２回実施（６月、１１月）  （２）いじめへの対応       いじめの疑いがあるような行為が発見された場合、校長のリーダーシップのも
と、「いじめ防止対策委員会」が中心となり、事実関係の把握、被害児童のケア、

加害児童の指導など、問題の解消までを行う。なお、いじめが犯罪行為として取

り扱われるべきものと認められる場合には、四万十町教育委員会と連携を図り、

窪川警察署と相談して対処する。また、児童の生命、身体または財産に重大な被

害が生じる恐れがある時は、ただちに警察署に通報し、適切に援助を求める。 

 

７．ＰＴＡや地域の関係団体等との連携について   ① ＰＴＡや地域の関係団体との連携促進       児童、保護者、地域、学校の信頼関係を築き、円滑な連携を図るように努める。
保護者からの相談には、家庭訪問や面談により迅速かつ誠実な対応に努める。ま

た、必要に応じて、学校運営協議会、学校保健会、健康福祉課、教育委員会、中

学校や支援センターなどの関係諸機関と連携して課題解決に臨む。   ② 地域とともにある学校づくり       学校と保護者、地域住民等が一体となって地域の子どもを育み、いじめ問題の
解決を進めていくために、開かれた学校づくりを進める。 

 

８．重大事態への対処  （１）重大事態の定義      ア いじめにより児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがある
と認められる場合。      イ いじめにより児童が相当の期間学校を欠席する（年間 30日を目安とし、一定

期間連続して欠席している場合も含む）ことを余儀なくされている疑いがあ

ると認められる場合。      ウ 児童や保護者から「いじめられて重大事態に至った」という申し立てがあっ
た場合。 

（「いじめ防止対策推進法」より）  （２）重大事態への対処    ① 学校は重大事態が発生した場合には、直ちに四万十町教育委員会に報告する。    ② 四万十町教育委員会と協議のうえ、当該事案に対処する組織を設置する。    ③ 上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施するとともに、
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関係諸機関との連携を図り、適切な処置を取る。 

《調査の趣旨等》          重大事態の調査は、重大事態に対処するとともに、同種の事態の発生の
防止に資するために行う。          重大事態への対処に当たっては、いじめを受けた児童やその保護者から
の申し立てがあった時は、適切かつ真摯に対応する。    ④ 上記調査結果については、いじめを受けた児童・保護者に対し、事実関係その他

必要な情報を適切に提供する。 
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年間指導計画 

 職員会・校内研等 未然防止に向けた取組 早期発見に向けた取組 備考（主な学校行事） 

４
月 

職員会議（基本方針の周知） 

いじめ防止等の対策のため

の委員会 

ブロック会（いじめに関す

る情報共有） 

学校便りの発行（いじめ防

止基本方針の広報等） 

集会での講話（いじめ、人

権に関する講話）     人権・道徳の授業 

仲間作り・縦割り班活動 

生活アンケート 始業式 

入学式 

家庭訪問 

参観日 

PTA総会 

５
月 

生活部会・職員会（いじめ

の取組について検討） 

ＰＴＡ総会（学校の基本方

針の説明及び協力の要請

等） 

学級通信（生活アンケート

結果等） 

ＱＵアンケート 遠足 

プール掃除 

修学旅行 

６
月 

ブロック会・職員会（いじ

めの取組についての検討及

び情報共有） 

  プール開き 

参観日 

７
月 

職員会（児童の様子等につ

いての情報共有） 

生活部会・職員会（いじめ

の取組について検討） 

 保護者面談 参観日 

終業式 

８
月 

校内研（いじめに関する校

内研修） 

いじめ防止等の対策のため

の委員会 

職員会（委員会の検証結果

の周知等） 

  平和登校日 

９
月 

ブロック会（いじめの取組

についての検討及び情報共

有） 

集会での講話（いじめ、人

権に関する講話） 

 始業式 

運動会 

10

月 

校内研修（カウンセリング

技法等に関する校内研修） 

いじめ防止等の対策のため

の委員会 

 生活アンケート 陸上記録会 

参観日 

11

月 

ブロック会（いじめの取組

についての検討及び情報共

有） 

生活部会・職員会（いじめ

の取組について検討） 

学級通信（生活アンケート

結果等） 

ＱＵアンケート 音楽祭 

収穫祭 

12

月 

職員会（児童の様子等につ

いての情報共有） 

 保護者面談 マラソン大会 

参観日 

終業式 

１
月 

いじめ防止等の対策のため

の委員会 

ブロック会（いじめの取組

についての検討及び情報共

有） 

集会での講話（いじめ、人

権に関する講話） 

生活アンケート 始業式 

 

２
月 

生活部会・職員会（いじめ

の取組について検討） 

学級通信（生活アンケート

結果等） 

 参観日 

３
月 

職員会（委員会の検証結果

の周知及び次年度の取組の

検討等） 

 保護者面談 個人面談 

卒業式 

修了式 
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いじめ防止対策委員会 

 

            アンケート・調査、相談、児童・保護者からの訴え等 

 

    【報告】 

 

 

 

 

いじめの情報 

【いじめ防止対策委員会】 

【重大事態の対策のための委員会】 

 

 

校内；校長、教頭、人権教育主任、生徒指導担当、養護教諭、 

関係学級担任等 

 

校外；スクールソーシャルワーカー、教育相談員等、警察    学校運営協議員 学校保健会 等 

 

   ○いじめの把握・調査   ○いじめに関する年間指導計画の作成   ○指導方針等の決定    ○いじめに関する取組の評価検討   ○チェックリストの作成  ○重大事態の対応   校内組織 

 

職員会 

学年会 

知・徳・体の部会       等 

保護者・地域・関係機関 

 

ＰＴＡ 

学校運営協議会 

警察署 

町教育委員会 

県教育委員会人権教育課 

心の教育センター          等 

連 携 


